[bookmark: _GoBack]立命館大学のBCP活動レベルの変更（２から３）における部の対応方針
　2021年１月7日に一都三県に緊急事態宣言が発出され、また１３日に、京都、大阪、兵庫、の三府県を含む計11の都府県に拡大されることになりました。滋賀においても急速に感染者が増加しています。このように、新型コロナウイルスの感染拡大が全国的に急速に進行しており、たいへん危惧される事態です。
　このような環境下ではありますが、本学では皆さんが感染対策をしっかり行うことを前提に認められる活動については継続を認めます。活動を自粛するという判断をする場合には、もちろんそれを尊重しますが、日常生活を含めた感染症対策の徹底は必ず継続してください。以下に記載してもらう対策は、昨年の活動再開時に作成してもらった内容と同じ項目もありますが、事態はその時よりも極めて深刻です。改めて、部員全員がしっかりとリスクを認識し、必ず全員が方針文書に基づいた活動ができることを約束して提出してください。しっかりとした対策をとることは、様々なウイルスにおいて部員の集団感染による活動停止を防ぐだけでなく、周囲の人への感染の拡大を防止する役割もあります。
　単に自分たちが良ければよい、という考えではなく、立命館大学の体育会として、またそこに所属する一部員として、社会的責任を果たす、という事も踏まえて、真剣に部内で議論し、また後輩たちに引き継いでいけるように、以下のものを作成してください。

	記入日
	
	クラブ名
	

	記入者名
	
	記入者役職
	

	競技連盟、協会等の活動再開に向けてのガイドライン
	□あり➡内容確認（□済、□未済）
□なし　
□ガイドラインの有無を未確認

	主な活動場所
	

	練習に参加する部員数（マネージャーも含む）
	（予定）　　　　　　　　　　　　　　名

	1. [bookmark: _Hlk41504973]「濃厚接触者を発生させない」練習内容の検討に際して、部員間や指導者（部長・副部長、監督等）との議論経過について簡単に記載してください




	1. 川方学生部長の緊急メッセージ（第５報）【2021年1月15日 】について考えたこと





1. 
	1. 感染症対策
感染を防ぐために、いかなる場合も飛沫感染を避けること、3密（密閉空間・密集場所・密接場面）を避けること、またマスクや手洗い、また共有する機器等の消毒が重要だと言われています。部として活動していく上で必要となる対応について記入してください。（枠内に収まらなければ別紙でも可）


	
	3密や感染の可能性がある行動
	対策

	練習前（家を出て練習を開始するまで）
	



	




	練習中
（競技特性に応じて）
	








	








	練習後
（練習終了後、家に帰るまで）
	



	




	日常生活
（外出、食事、買い物
など）
	




	






· 部として、上記の対策を部員が守っていくために、一人一人の部員にどのように理解をしてもらいますか。









1. 
	1. 「濃厚接触者を発生させない練習内容について
現在行っている練習メニューからどのような練習に変更することで、濃厚接触者を発生させない活動ができるのか、記入してください。

	
	「現在の」練習内容

	練習メニュー
	



	想定される
感染リスク

	



	
	「濃厚接触者を発生させない」練習内容

	練習メニュー
	



	
工夫の内容

	




· 部として、上記の練習内容を守っていくために、どのようにして、一人ひとりの部員に理解してもらっていますか？






	1. [bookmark: _Hlk41505088]体調管理体制
ONE TAP SPORTS(ワンタップスポーツ)による体調管理が徹底できていない部は活動を
停止します。
全員が体調管理の入力を徹底することについて確認しましたか
　【　確認した　・　できていない　】

　

	1. その他（緊急事態宣言下における練習について、気になる点があれば記載してください）







以上
